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【一般講演5】 第16席 『和漢三才図会』における経絡と支体 第3報

茨城 荒木 ひろし

はじめに

寺島良安編『和漢三才図会』全百五巻は正徳二年（一七一二）成立、同三年に序刊された。著者は浪華

の人、名は良安、字は尚順、居室を吉林堂と号した。良安はいわゆる後世派に属する医家であり、貝原益

軒、岡本一抱、本郷正豊、堀元厚らの同時代人でもあって、江戸中期前半の医学を研究するうえにおいて、

最も注目すべき一人である。本稿はその巻第十一「経絡部」と巻第十二「支体部」をとりあげ、これを江

戸初中期の医学史に位置づけ、更に臨床文献として評価しようと試みるもので、今回はその第三報である。

経絡部と支体部の意義

巻第十一・経絡部は蔵府経絡や骨度を述べたもので、十四経を中心とする内経蔵府経絡学説の要約を核

とする、教科書的性格を持った巻となっている。他方、巻第十二・支体部は人体各部の名称、度量、和名

などについて、上部から下部、あるいは基幹部から末端部へと述べたものであるが、経脈流注に深く関与

する手足の指掌などについては、穴名、経絡名を示しており、経絡部の補充的性格を持った巻ともなって

いる。そして、この両部を併せ読むことにより、寺島良安によって摘み取られた、江戸中期の内経医学の

精要 ——— 藏府経絡、陰陽血気の医学、五蔵六府の身体観をうかがうことができる。こうした内容を独

特の書式で簡略明瞭に記述したこれら両巻は、今日なお論議の止まない経絡学説についての問題を内包し

た佳編というべきである。

今回は、この両巻それぞれの内容につき、さらに具体的に検討を進める予定である。
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